
5。 次 亜塩 素酸 ナ トリウ ムに よ り消 毒 した種 子の み わけ方

1.背 景と特被

キュウリ斑点細菌病を主体に種子伝染性病害の防除法として標記薬剤による種子消講が
一

般に行なわれてきた。

しかし、この楽剤による消毒法は薬液の濃度および浸潰時間を誤まると不発芽、発芽不細  f

いなど薬害が発生するので、特に授演時i司は厳守されなければならない。このことから採種

地 (たね屋 )で消お し、さらに殺培地で消毒するという二重の消毒を避けるため、標記薬剤

|   で 消毒された極子の簡単な判別法を紹介する。

｀
2 技 術内容

(1)用  具   イ ンク(色 は指定せず油性のものは不可 )

皿  (底 の平 らなもの eXシ ャーレ)

ろ 紙 (腕眠締、ティッシュペーパーでも可 )

(2)方  法   皿 にろ紙を敷き、インクをろ紙が十分しめる位に入れる。その上に種子をビ

ンセットで静かに直く。

(3)判 別法  消 毒済みの種子は 1～ 2分 後には毛細管現象で種子の上部に色がにじんでく

る。

無処理の種子は変化が起きない。

ユ 普 及上の留意点

(1)ア ンチホルミン,%の 2o倍 液30分 浸演 (標準防除法 )では発芽障害は起きないが、

発芽が 1～ 3日 遅ヤ1た例があったので浸演時間は十分に注意すること。さらに二重消毒を

することにより発芽障害を起すおそれがある。           …

(2)判別用種子は2～ 3粒 でよい。

6.半 促成 イ チ ゴ栽培 にお けるハ ウス ビニール の被獲時 期 につぃ て

1.背 影と特徴

爾部沿岸地方のイチゴ栽培は 1月下旬にハウスビニールを被覆 (2月 上旬に内部 トンネル

泳温を開始し収稜盛期を5月 とする半促成栽培が主体である。

この栽培型は5月以高fを収穫期とする関東、爾東北の栽培型と6月 が収穫期である露地裁

培の中間を狙うものとして定着している。この作型の問題点としては過繁茂や冬期自然状態
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に在る間の乾寒風による冬枯れなどが大きなものである。

当分場はこれらのことを考慮して、ハウスビニールの被榎時期を検討した結果その概要を

とりまとめたので参考に供したいと思う。

2 技 術内容

(1')レヽウスピニールの早期被覆

t~/1 tti葛あ抑制、収量、!品質の両面からみ下被覆時期は 11月 下旬～ 12月 上旬とする。

慣行の 1月 下旬被榎は結果が分る。

“)冬 対の株保護 (新生案、服芽、花芽の保輩 )の点でもビニ
ール被優時期は11月 下旬

～ 12月 上句が良い。

適応地帯 一  冬 如積彗少く、乾寒風による土魂の原結、乾燥する地帯

似 この場合の技術内容は、内部保温を慣行的に1月下旬-2月 上旬とした場合に適応す

るものとする。また品種はダナーとする。

ユ 普 及上の留意点

。
(1)ハ ウスピニール技優後内部 トンネル保温開始までの温度管理

昼間☆高温度15絶 を越えないよ
・
うに換気する。

( 2 ) 耀 水

ハウスピニール校榎後土壌が乾繰して来たら縄水すること。

4.試 験成績の概要

(1)試 験諜越名  半 促成イチゴ栽培におけるハウスビニール被榎時期試験

像)試 験年次   昭 和49年 岩手県園試南部分場

0)試 験方法

ア 試 験 区      ハ ゥスピニール被覆時期 11月 20日 ,12月 10日 ,12月 30

日,1月 10日 ,1月 20日 (慣行 )

イ ー 区面積および区制 1区 1.8材 2区制

ウ 供 試 品 種    ダ ナー

エ 栽 植 距 離    畦 m147御 X株 間 17竹 2条  10a当 8,003株

オ 供 試苗状況     8月 21日 に本美4枚で直径30初 のポ"ポ ットに仮植

力
・ハウスピニール被覆時期と内部保温開始時の低温経過量
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区 番

ハウスビニール彼凝期

(外 部校覆 ) ハウスビニール被覆時 内部保 温開 始 時

1

2  ・

9

4

5(節 )

6(彦 薄す)

1 1 月2 0 H

1 2 月 1 0 日マ

1 2 月3 0 日

1 月1 0 日

1 月2 0 日

1 1 月2 0 日

241 時 間

564

1:038

19 271

1 , 5 1 1

241

1,283 時 間

1,388

1 , 5 1 9

1 , 5 袴

1,664

1,283

働 区 番 1～ 5tよ大型ポント植のものを被覆時期にパイプハウ不内に移動、ボットをはず    .

して植付       タ

区番6(参 考 )は 9月 20日 パイプハウス内に定植、ハウスピニールを11月 20日

に被覆

キ ハ ウスピニール波覆後の温度管理  最 高気温 150地 以上にしないことを目標

ク 内 部保温開始  1月 91日

仔け 試 験結果の1班要            .

ア 新 生葉勘夜芽致

内部保温開始直後の新生業の業数、大きさともll月 20日 、 12月 10日 、 12月

3o日 区が優れており、 1月 10日 、 1月 20日 区が分うた。rlk芽数は被覆のおくれた

区ほど減少した。

イ 草  高

11月 20日 区が最も低く、次いで 12月 10日 区が低い。明らかにハウスビニール

被優のおくれるに従うて高くなる傾向がみとめられた。

ウ 花 房数、着花数

1月 20日 被使がょかった

工 収 量、品質

1収量は 11月 20日 区が最も多く、校覆時期のおくれるほど減少し、 1月 20日 区が

最も低収を示した。           ~

大央率,長 果率とも 11月 20日 、 12月 10日 被演が高かった。

以上の結果からハウスビニールの早期被覆は草高
・
の伸長抑制と冬期の株保護に効果のある

ことおよび増収と品質向上に結びつくことが認められる。

被後時期はハウスピユ
ール被夜のみの操作 (内部保温開始は従前どうり1月 31■ 頃とした

場合)で は 11月 下旬～ 12月 上旬が過繁茂防止と冬枯れ防止の両方に効果的と考えられる。t
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